
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間         会長 中武泰一郎君 

松尾芭蕉の句に「獺の 

祭り見て来よ 瀬田の奥」

いうのがあります。 

瀬田は琵琶湖から源と

する瀬田川で、京都では

宇治川。大阪では、淀川

とよばれています。 

 春を迎える頃、獺は捕まえた獲物を川岸に並べる習性

があると言い伝えられているそうです。その様子が、人

間が先祖を祭る際に、お供え物を並べるさまに似ている

ところから「獺祭魚」（だっさいぎょ）という春の季語

になっています。又、書物を多く並べて調べ物をしたり、

詩文を作る人のことなども意味するようになった。 

俳人の正岡子規は病の枕元に資料を並べた事から、自

らを「獺祭魚書屋主人」と称したそうです。 

もう一つ春を呼ぶ行事として奈良東大寺二月堂の「お

水取り」があります。「修二会」（しゅにえ）といって

３月１日から１２日まで行事があります。正式には「十

一面悔過」（じゅういちめんけか）と言い「天下泰平」

「五穀豊穣」「万民快楽」（ばんみんけらく）祈り、人々

に代わって「懺悔」をする行。７５２年に实忠和尚（じ

っちゅうかしょう）によっては始められたと言い伝えら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ、以後一度も絶えることなく続けられ、今年１２６１ 

回目です。「お水取り」は、堂の下の井戸から水を汲み、

内陣にある壺におさめる。籠の僧が二十貫（７５㎏）の

大松明（たいまつ）を振りかざし、二月堂の回廊を駈け

上り、手すりの上から振り回す壮観なものです。その際

に、ガタガタと沓をならして走るさまを、松尾芭蕉は、 

「水取りやこもりの僧の沓（くつ）の音」と詠んでおり

ます。 

 宮崎の桜の開花予想日は、３月２４日～２６日だそう

です。昨年は、３月２３日。最近１０年では３月２２日

だそうです。見ごろは、４月４日頃になるようです。 

 いずれにしても春本番が足早にやって来そうな感じで

ございます。 

 

＜理事会報告・3/1開催＞ 

1.明倫賞の件 井上委員長中心に検討 

2.出前講座の件 高校に確認 

3.次年度の理事役員委員会構成表 承認 

4.4クラブ合同懇親会の件 参加しない 

5.米沢上杉ＲＣへのお礼の件 来年の50周年時に持参 

6.田中晴敏君の職業分類の件 

理美容業 ⇒日用品・身回品の介護に変更 

7.2013-14年度のガバナー補佐選出の件  

会員了承後パスト会長会等で意見拝聴 

 

  

 

 

 

第 1730 回 平成 24 年 3 月 15 日プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

2730地区ガバナー    長峯  基 

中部分区ガバナー補佐    林    務 

2730地区テーマ 

  とにかく「善いことをしよう。」 

高鍋ロータリークラブテーマ 

  原点をみつめ「団結」「創造」「挑戦」 

3月の月間テーマ  

  識字率向上月間（世界ローターアクト週間） 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．内外卓話 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

   我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内    

＊ローターアクト週間卓話 

 ＊例会終了後プログラム委員会 

 

 

次週例会案内；3月 22日（1731回） 

 ＊ＰＥＴＳ報告―図師君 

 ＊会員卓話―橋口君   ＊100万ドル 

 

 

 

 

第 1729 回 例会内容 

 
 

 

 

 

 



■幹事報告          幹事 藤本範行君 

＜文書案内＞ 

＊児湯准看護学校の入学式 

のご案内 

 日時 平成24年4月10日 

 場所 児湯准看護学校 

＊中部分区会長幹事会案内 

 日時 平成24年4月12日 

 場所 高鍋町蚊口 「るりや」18：30～ 

 

◆出席報告       出席リーダー 福本幸良君 

出席状況 

会  員  数 46名 

出 席 会 員 数 34名 

ホーム出席率 75.56％ 

前々回の修正出席率 79.55％ 

 

◆ＢＯＸ披露   親睦活動リーダー 石田喜克君 

岡島達雄君 誠に申し訳ありません。8週連続で休んで 

しまいました。会長・幹事さん他大変ご迷惑をおかけ 

しました。 

藤本範行君 宮崎北ＲＣの押川会長ようこそ高鍋におい 

でくださいました。本日の卓話を楽しみにしています。 

岩村文夫君 結婚記念日を忘れていました。そのうち、 

生きているのも忘れるのではないかと心配です。 

 

◇外部卓話      宮崎北ＲＣ会長 押川弘巳様 

高鍋ＲＣについて 

昭和51年3月15日 

高鍋町・川单町・新富

町・木城町を区域とす

る高鍋ＲＣ設立の特別

代表に北クラブの野津

原会長を当てる旨の後

藤ガバナーよりの任命

書が渡される。 

昭和51年3月24日 宮崎北ＲＣ例会席上で北クラブ

がスポンサークラブに決定された旨発表があった。 

 昭和51年6月17日 高鍋クラブの設立総会が高鍋信

用金庫講堂において行われる。宮崎北ＲＣの野津原会長、 

井上副会長出席 

 創立年月日 1976年（Ｓ51年）6月17日 

 第373区ガバナー 後藤 基彰（大分武田ＲＣ） 

 スポンサークラブ 宮崎北ＲＣ 

 特別代表   野津原 英雄（第 7代宮崎北ＲＣ会長） 

初代役員   会長 井上正人 副会長 内田由紀夫  

幹事黒木明 

 昭和51年6月23日 宮崎北第 335回例会 井上会長 

お礼卓話 

 ＲＩ会長：エルネスト インバッサイ デ メロ 

（ブラジル） テーマ：人間に威厳を！ 当時の地区は、

熊本・大分・鹿児島・宮崎であり、地区大会：大分文化

会館、地区協議会：指宿観光ホテル、地区Ｒ情報研究会：

熊本市民会館 

４ＲＣ合同観桜例会について 

 宮崎北ＲＣがスポンサークラブとなり設立され、次の

の日程で開催しました。 

 平成13年4月1日（日）担当北ＲＣ（西都敷島） 

 平成14年4月7日（日）担当高鍋ＲＣ（四季亭） 

 平成15年6月30日（日）担当西都ＲＣ（西都原） 

 平成16年3月28日（日）担当佐土原ＲＣ（久峯公園） 

 平成17年4月3日（日）担当北ＲＣ（垂水公園） 

 

◇会員卓話             清水一彦君 

 1 月に入会させて頂いた

中国料理 樹樹の清水です。 

 今回、会員卓話というこ

とで藤本幹事さんより依頼

があり、何を話そうかと悩

みました。藤本幹事さんに

聞いたところ、仕事の苦労

話とか何でもよいと言われ、余計悩みました。 

 とりあえず、生年月日は昭和 31年5月28日で宮崎の

青島に生まれました。小学校5年生まであおき小学校に、 

その後高鍋西小学校に転校し、高鍋西中学校、宮崎日大

高校に入学しました。日大高校に入学したのは、私の小

さい頃の夢を目指すためでした。その夢とは、獣医師に

なることでした。いい加減な男であったため、日大高校

に行けば日本大学の獣医学科にすんなりいけると思い、

入学し、勉強などせず遊んでいました。考えは甘く、高

校2年生の終わりに志望校として「日本大学 獣医学科」

と先生に伝えたところ一笑されました。あの当時、獣医

学科は学年で5番以内でないと合格しないほどで、私の

成績はというとせいぜい 20～30 番でしたので笑われる

のも無理ありません。また、一応特別進学クラスに入る

のですが「クラスの雰囲気が気に食わない」という理由

で、たった1日で普通クラスに編入するような性格も影

響していたことでしょう。しかし、それからの学生生活

は私の人生で一番勉強をしたのではないでしょうか。（今

思えば大したことなかったような・・。）そして、受験

となり日本大学は見事に不合格でした。その後、日本獣

医大学、北里大学、麻生獣医大学、北海道の酪農畜産大

学とことごとく不合格でした。そこで私の一つの夢は消

えました。就職する自信もなく、わりと入りやすいとさ

れていた、城西大学の経済学部に入学しました。 

 特に希望を持って入学した大学ではなかったため、何

をするわけでもなく、入学から 2ケ月が過ぎた頃、大学

の掲示板にサークル部員募集の張り紙があり、そのサー

クルがゴルフ部でした。高校の頃多尐ゴルフをかじって

いたため、これまた甘い考えで入部しました。しかし、

部員のほとんどがどこそかの会社の社長の息子であった

り、私みたいな公務員の子などいなかったのですが、と

りあえず参加することになりました。しかし、練習後は 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



部員で夕食に行くのですが、これまた高級レストランば

かりで、私はその店で一番安いものを食べて過ごしたの

を覚えています。週末になると、練習ラウンドとキャデ

ィーのアルバイトでゴルフ場に通いました。きつい思い

もしましたが、あの当時、土日だけで１万５千円くらい

のバイト代は私みたいな貧乏学生にとってはなかなかよ

かったと記憶しています。 

ゴルフ部も私が入った当初は同好会でしたが、２年生

の時に正式に部に昇格しました。その後、関東リーグに

も入ることが出来、そこから部員も目の色を変え、練習

に精を出すようになり、試合でも良い成績を残すように

なりました。当の私もそれまでいい加減でチャランポラ

ンとし適当にやっていたのですが、3、４年生の時には 

自分なりに頑張ったつもりです。 

 卒業の年になり、進路を考える時期になりました。何

とか卒業卖位を取ったくらいでしたので、結局はゴルフ

しかありませんでした。（ほんの一瞬だけプロにでもな

ろうかと思ったことがあります。大した腕でもないのに。） 

 そこで、何かゴルフに関係する仕事がしたいと思い、

あの当時、一流企業だったフェニックス国際観光を受け

ました。これまた不合格。そこで、とりあえず受け、内

定を頂いた森薬品という会社に行くことになりました。 

入社後一応の研修があったのですが、 私の場合１ｹ月

もたたないうちに営業に回されました。何も知らないも

のが営業なんて出来るわけありません。日曜日はゴルフ

の接待、夜は酒飲みの接待といったぐらいでした。しか

し、営業成績はどんどん上がり、先輩営業マンの担当先

からもゴルフの声がかかるようになり、結構、重宝がら

れました。 

 それから３年して佐土原に家を建てました。26歳の時

でした。あまり深く考えず、給料の手取りが 13～14万円

の中、家の支払いが7万円くらいだったと思います。そ

して、昭和 59年に今の嫁と結婚しました。30 歳になる

年、このまま森薬品でよいものかと考えるようになりま

した。その時、兄の武末に相談を持ちかけたところ、う

ちに来ないかといってくれました。元々、私の夢は 2つ

あり、1つ目は先程述べたように獣医。もう 1つは料理

人になることでした。料理人の方は両親の大反対で諦め

ていましたが、結局は夢が叶う形になりました。 

 しかし、兄の所に行っても何も出来ない私でした。兄

は料理の本を貸してくれたり、飲食店経営のあり方等、

色々と教えてくれました。そのおかげで自立出来たと思

っています。自立後、色々な面で兄に追い付きたいと考

えているのですが、まだまだ足元にも及びません。しか

し、今後尐しでも追いつけるよう努力していきたいと思

います。 

 以上が、私の生い立ちについての話でした。話の中で

「いい加減」という言葉がいくつか出てきましたが、私

が考える「いい加減」とは、「良い加減」ということで

あり、これからの半生この言葉通りの男になるよう努力

していきたいと思いますので、ご指導、ご鞭撻のほど宜

しくお願いいたします。 

 

 

「ロータリーの綱領」 

 
   ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として奉仕 

の理想を鼓吹し、これを育成し、特に次の各頄を鼓吹 

育成することにある。 

1. 奉仕の機会として知り合いを広めること 

2. 事業及び専門職務の道徳的水準を高めること 

  あらゆる有用な業務は尊重されるべきであるという 

   認識を深めること。そしてロータリアン各自が業務 

   を通じて社会に奉仕するために、その業務を品位 

   あらしめること 

3. ロータリアンすべてが、その個人生活、事業生活 

  および社会生活に常に奉仕の理想を適用すること 

4. 奉仕の理想に結ばれた、事業と専門業務に携わる 

   人の世界的親交によって、国際間の理解と親善と 

   平和を推進すること 

 

     

四つのテスト  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真实かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

 

『メ－クアップしましょう』  

県内近隣クラブメ－クアップ会場 

出席委員会 

  宮崎单 ホテルプラザ宮崎 

月 日向 日向第一ホテル 

  宮崎東 ウェルシティー宮崎 

  日向東 はまぐり荘 

火 宮崎 宮崎観光ホテル 

  西都 ウェディングパレス敷島 

  都城北 都城ロイヤルホテル 

  日向中央 はまぐり荘 

水 宮崎北 ホテルマリックス 

  都城西 ホテル中山荘 

  佐土原 石崎の杜「歓鯨館」 

木 宮崎中央 サミット・クリスタルルーム 

  都城中央 ホテル中山荘 

金 宮崎西 宮崎観光ホテル 

  都城 メインホテルナカムラ 

高鍋ローターアクトクラブの例会    

    第1・第3月曜日 19：30～ 場所；宮日会館 

 


